
指定管理者候補者の選定結果について 

南区役所健康福祉課所管の白根北児童館について、令和６年８月５日より指定管理者を公募してお

りましたが、以下のとおり候補者を選定しました。 

施設名 白根北児童館 区分 公募 

所在地 新潟市南区鷲ノ木新田５４０２番地 

施設の概要 

白根北児童館は、児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操をゆ

たかにすることを目的として、平成２４年２月に設置された施設である。施設は、

集会室、図書室、遊戯室、静養室等を有しており、子どもの健全育成に関する事業

等を実施している。 

指定管理者 

申請者 

評価会議 

委員  児玉 秀明 （関東信越税理士会新潟支部 税理士） 

委員  山田 豊  （新潟県社会保険労務士会 社会保険労務士） 

委員  小池 由佳 （新潟県立大学人間生活学部子ども学科 教授） 

委員  星野 浩明 （白根中央民生委員児童委員協議会 会長） 

委員  笹川 誠  （味方民生委員児童委員協議会 主任児童委員） 

委員  保田 夛佳子（白根北部民生委員児童委員協議会 主任児童委員） 

委員  小千田 英子（白根南部民生委員児童委員協議会 主任児童委員） 

指定管理者 

（候補者） 

労働者協同組合ワーカーズコープごまのたね 

代 表 者 代表理事 齋藤 紀美子 

住 所 新潟市中央区沼垂東１丁目５番２２号 

指定期間（予定） 令和７年４月１日～令和１２年３月３１日 

選定理由 

選定にあたっては、３団体から応募があり、評価会議において、応募者から提

出を受けた事業計画書等について、施設の平等利用が確保されること、施設の効

用が最大限に発揮され、管理経費の縮減が図られること、事業計画に沿った管理

を安定して行う能力があることを選定基準に評価を行った。その後、評価会議に

おける各委員からの意見と評価結果を参考に総合的に検討した結果、以下の理由

により上記の候補者が最適であると判断し選定した。 

候補者は、地域と連携した具体的な事業内容の提案があった。 

また、地域に根差した児童館の姿を継続させることができるなど、他団体の提

案に比べて総合的に優れている。 

なお、候補者選定の参考とした評価会議における評価結果は、別表のとおりで

ある。 

現在の指定管理状

況との主な 

変更点 

 現指定管理者が実施し、利用者から評価を得ている事業について、さらに発展

させて、新たな利用者の拡充が期待できる。 

 

スケジュール 

第1回評価会議 ７月２２日 ※仕様書・選定基準・目標管理型評価項目の決定 

公募要項等配布 ８月５日～１６日 

公 募 説 明 会 ８月２１日 

質 問 受 付 ８月２１日～２８日 

応 募 受 付 ９月５日～１３日 

第2回評価会議 １０月９日 

今後、市議会での審議・議決を経て、指定管理者に指定される。 

所管部署 

(問い合わせ先) 

南区役所 健康福祉課 児童福祉係 

ＴＥＬ：０２５－３７２－６３５１（直通） 

E-mail：kenko.s@city.niigata.lg.jp 
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【参考】現指定管理期間の評価（令和２年４月～令和７年３月） 

指定管理者 労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 

総評 

良好な施設サービスの提供を継続している。施設管理が行き届き、利用者が心地

よく安全に利用できる環境を整えている。施設の稼働率や利用者満足度も高く、コ

スト削減意識をもち経費節減に努めた管理運営を行っており、指定管理者として優

良と評価する。 

 

 

別表（評価結果） 

 選定基準・評価項目 配点 候補者 Ａ Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価表

による

評価 

 

施設の平

等利用の

確保 

経営理念・経営方針 5点 4.0 4.0 3.7 

施設の管理方法 10点 7.6 8.0 7.6 

施設の効

用を最大

限に発揮

し、管理

経費の縮

減が図ら

れる 

新潟市の施策に対する理解 5点 4.3 4.0 3.7 
予算の範囲内での適正な執行 4点 2.9 3.7 3.1 
稼働促進への取組み 4点 3.3 3.6 3.4 
事業計画の具体性・実現性 4点 3.1 3.6 3.3 
苦情や要望への対応 4点 3.3 3.4 3.0 
児童の発育段階に応じた健全育

成事業 
5点 4.1 4.0 3.4 

当該地域等との交流・連携事業

や協力の工夫 
5点 4.4 4.1 4.0 

地域における子育て支援事業 5点 4.3 4.1 3.9 

事業計画

に沿った

管理を安

定して行

う能力 

従事者の雇用・労働条件 7点 5.6 6.1 5.4 
賃金水準スライドの反映方法 3点 2.3 2.7 2.6 
人材育成・業務改善の取組み 4点 3.1 3.6 3.3 
安全確保・災害時の対応 5点 3.7 4.4 3.6 
環境保護の取組み 4点 3.4 3.6 3.6 
障がい者雇用の取組み 4点 3.1 3.4 3.3 
社会貢献活動の取組み 4点 3.4 3.4 3.3 
ワーク・ライフ・バランス等を推

進する取組み 
4点 3.3 3.7 3.1 

個人情報保護の取り組み・関係法

令の遵守 
4点 3.3 3.7 3.3 

地域経済振興及び雇用確保の取

組み 
10点 8.1 7.7 7.9 

合 計 100点 80.6 84.8 78.5 
評価表

以外の

評価 
市内中小企業者等への加点 － 5.0 － 5.0 

合 計 － 85.6 84.8 83.5 
※点数は、評価会議の委員7名の平均             



 

白根北児童館指定管理者 応募者一覧 

 

 

南区健康福祉課 

 

 

№ 団体名 所在地 代表者 

1 
シダックス大新東ヒューマン

サービス株式会社 
東京都調布市 代表取締役 山田 智治 

2 

南区ふれあい創造事業体 

（代表団体） 

株式会社ヴァーテックス 

（構成団体）藤の木原福祉会 

新潟市江南区 代表取締役社長 帆苅 学 

3 
労働者協同組合ワーカーズコ

ープごまのたね 
新潟市中央区 代表理事 齋藤 紀美子 

 ※五十音順 
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白根北児童館指定管理者事業計画書の比較＜概要版＞ 

項 目 
労働者協同組合ワーカーズコープ 

ごまのたね（選定者） 
次点 次々点 

1 事業者の

概要 

設立     R6.5.23 

出資金    190 万円 

総収入   10,100 千円（R6 年度予算案） 

組合員数   29 名 

事業内容  ・乳児から小学 1～3年生の一時

預かり事業 

      ・出張児童館、出張ひろば事業 

      ・駄菓子屋事業,こどもの居場所 

・学習支援、こども食堂 

・高齢者、障がい者、障がい児、

若者にかかわる支援事業 他 

設立     S61.11.1 

資本金    1 億円 

総収入    45,897,752 千円（R5 年度） 

従業員数   24,101 名 

（パート・アルバイト含む） 

事業内容   ・給食サービス 

・児童館、放課後児童クラブ 

・施設運営サービス 他 

施設管理実績 ・新潟市児童福祉施設 

       ・新潟市健康施設 他 

       ・全国で 2,445 施設 

（R6.4 現在） 

(1)代表団体 

設立     H4.6.5 

資本金    5 千万円 

総収入    3,069,052 千円（R6年 1 月末） 

従業員数   260 名 

事業内容   ・湯浴施設の運営 

・カルチャー教室の運営 他 

施設管理実績 ・新潟市健康施設 

・新潟市体育施設 他 

(2)構成団体 

設立     H11.12.8 

資産総額   873,754 千円 

総収入    1,124,918 千円（R5年度） 

従業員数   162 名 

事業内容   ・特別養護老人ホーム 

・老人デイサービス事業 

・保育所の経営 他 

2 経営理念・

経営方針 

少子高齢化、格差社会、また孤立や分断が

進む地域社会の中で子育て支援、障がい者支

援、高齢期の仕事おこし等の、コミュニティ

ーワークを通じて、人を元気にする活動を、

新潟市民立で、仲間の意見反映を通じて運営

する『労働者協同組合』として組織作りをし

ようと、立ち上げたものです。 

未来の子どもたちのために、より良い社会

づくりの視点で人々と共に「安心」「安全」「笑

顔」の日々をつくる。 

経営理念：にいがたの子どもたちに安心とワ

クワクを！ 

経営方針：当事業体相互の強みを最大限発揮

し、指定管理者を務めます。 

3 申請の動機 

これまで新潟市で行ってきた児童館運営

の現在の到達点を大事にしつつ、今後の展開

に向けて、切れ目なく、さらに高めていくこ

とができればと願い、現状の現場で働く新潟

市のメンバーで法人格を設立し、挑戦する事

を決意しました。 

新潟市での児童福祉施設 51 ヶ所運営のノ

ウハウを活かした、南区児童館施設における

課題の解決及び子育て支援の尽力 

新潟市を土台に成長してきた当事業体が、

新潟市南区地域福祉アクションプランの南

区地域福祉計画の基本目標である「ひととひ

とがふれあい、安心していつまでも暮らせる

まち」の実現に向け、長い年月で培った経験

を、新潟市の皆様にお返ししたいと考え、応

募致しました。 

4 事業計画 

・運営方針 

・集客計画 

・入館者数等 

【運営方針】 

１．移動児童館を実施し白根北児童館エリア

の 4 地域に児童館の役割を担います。 

２．子育て支援拠点として子育て中の母親・

父親がいつでも気軽に利用できる学びや

支え合いの場を提供します。 

３．ボランティアと協力連携しながら地域に

親しまれる児童館を目指します。 

４．南区の宝である農作物の体験に触れ郷土

愛を育み、農園活動を通した健全育成を行

います。 

５．小学生の運動習慣を身に着けます。南区

4 館の児童館と協同でドッジボール大会等

を企画し南区全体の連携を図りつつ運動

意識の向上を目指します。 

６．中学生の居場所として３on３コートの活

用、小学生との交流、職員との関係性を大

切にします。 

７．誰一人取り残さず平等に、こどもが情報

収集できるように発信します。 

８．こどもの意見を尊重し、こどもが自ら活

動し活躍する場を重視します。 

９．安全計画を作成、防災訓練を実施します。 

１０．運営協議会を年 2回実施します。 

【集客計画】 

・まだ周知されていない年齢層や地域に向け

た『移動児童館』を行ないます。 

・保育園の園外保育の利用促進に努め、平日

昼間の利用者数を向上させます。 

・子どもを始めとする幅広い世代がともに過

ごせる「多機能性」、地域ぐるみで子育てが

できる「地域性」を意識した施設運営。 

・ホームページ、パンフレット、SNS 等を駆

使し市民へ周知。 

・市民の目線を十分に理解し、平等利用を心

がける。 

・入館者数は基準年度から毎年 3％増を目指

す。 

・「新すこやか未来アクションプラン」に貢

献します。 

・平等・公平性を確保した安心・安全な活気

ある「ふれあいの場」にします。 

・効果的な PR で施設の利用を促すとともに、

利用者の「ナマの声」に耳を傾けます。 

・予算範囲内での適正な執行と管理経費削減

に取組みます。 

5 事業実施内

容 

◎乳幼児・保護者事業 

 「いちごタイム」「パパサロン」他 

◎小学生事業 

 「わくわくタイム」「季節のイベント」他 

◎中高生事業 

 「中高生バドミントン対決」他 

◎全利用者 

  季節や定例行事等 

  施設と地域をつなぐオンラインプログ

ラム 

◎乳幼児向け 

  子育ての不安等を緩和し、子どもの健や

かな育ちを促進 

◎小学生向け事業 

・健全な遊びを通した子どもの集団及び個別

指導 

・毎日 60分間の運動遊びの時間の設定   

・運動指導 

・中高生向けイベントの開催 

・保護者クラブ組織発足の促進 

・子育て家庭が交流できる機会や講座の開催 

・いのちの安全教育 
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項 目 
労働者協同組合ワーカーズコープ 

ごまのたね（選定者） 
次点 次々点 

5 事業実施内

容 

◎地域交流活動、他世代間交流事業 

「移動児童館」「農園活動」 

児童がのびのび楽しく自由に遊び学べ

る環境を整備 

◎中高生向け事業 

  「居場所づくり」と「ボランティア体験」

を関連付けた健全育成 

◎配慮を必要とする子どもへの対応 

◎地域交流活動 

・障がいのある子どもや児童虐待が疑われる

子どもへの対応 

・フリースクール 

・子ども運営会議 

・移動児童館の実施 

・地域子育て支援拠点事業の実施 他 

6 組織・人員

体制 

施設長 常勤（8 時間 週 5 日）児童厚生員 

1 名 

児童厚生員 常勤（8時間 週 5日）2名 

非常勤職員 児童厚生員を有するものが望

ましい（4 時間 週 5日） 2 名  

非常勤職員 児童厚生員を有するものが望

ましい（5 時間 週 4日） 2 名 計 7名 

施設長 常勤（8 時間 週 5 日）児童厚生員

1 名 

副施設長 常勤（8 時間 週 5 日）児童厚生

員 1 名 

児童厚生員 常勤（6時間 週 5 日） 2 名 

補助員 非常勤（4 時間 週 4 日）2名 

                 計6名 

統括責任者 常勤 （8時間 週 1 日）1 名 

施設長 常勤 （8 時間 週 5日）児童厚生

員 1名 

児童厚生員 常勤 （8時間 週 5 日）2 名 

児童厚生員 臨時 （5時間 週 4 日）2 名  

計 6 名 

7 賃金水準ス

ライドの反

映方法 

最低賃金の上昇を鑑み、基本給、経験手当

の上昇、賞与に反映します。 

・年 1 回の昇給月に各職員賃金のベースアッ

プを行います。昇給の反映は毎年 5 月となり

ます。 

・新潟市賃金水準スライド方式導入要項にの

っとり、適切に従事者へ還元します。 

8 雇用・労働

条件 

施設長：月給 220,600 円～ 

児童厚生員 常勤者：月給 197,600 円～ 

非常勤 時給 1,020 円～ 

施設長：月給 229 千円、副施設長、常勤者：

月給 216 千円 

児童厚生員（非常勤）：時給 1,030 円、補助

員：時給 1,020 円。 

施設長：月給 200,000～240,000 円 

児童厚生員（常勤）：月給 170,000～200,000

円 

臨時職員：時給 985 円 

9 安全確保及

び緊急時の

対応 

・「緊急対応マニュアル」に則り、職員は慌

てずに落ち着いて対応します。 

職員は、救急法の知識や技術を学んでいま

す。 

・危機管理マニュアルを活用し、日頃からも

訓練を実施。 

・緊急時も体制図通りに実行し、早期の解決

を図る 

・安全管理は利用者満足の必要条件と位置づ

け、すべてにおいて優先させます。 

10 要望・苦情

への対応 

・誠意をもって迅速に対応します。また、定

期的にアンケート調査を行い、利用者のニー

ズ把握に努めます。 

・アンケートボックスの設置、意見窓口の増

設(HP) 

・組織的な苦情処理体制の構築。 

・利用者とのコミュニケーションを深め、利

用者の意見を吸い上げます。 

11 個人情報

の取扱いコ

ンプライア

ンス 

・「個人情報保護法」及び「新潟市個人情報

保護規定」に則って個人情報の保護に努めま

す。 

・プライバシーマーク認定企業、11 回の更新。 

・過去 15年間、個人情報漏洩等の事故無し。 

・適正な事務執行により運営の透明性を図り

ます。 

・徹底した関係法令の遵守・個人情報保護に

取組みます。 

12 環境保護

の取組み 

・資源の再利用を心がけ、ごみの分別、リサ

イクル、SDGs を徹底します。 

・会社全体での SDGs への理解関心を深める

研修の実施。 

・利用者を巻き込んだ SDGs に関する取組み。 

・環境保護の取組みは、日常の運営管理レベ

ルから実践します。 

・社会の一員として持続可能な社会づくりに

貢献するべく CSR（企業の社会的責任）に取

り組んでいます。 

13 障がい者

雇用の取組

み 

・就業体験・職場実習等を積極的に受け入れ

ると共に、障がい者自身が働くことを通じ

て、「社会に参加する」実感を持ち、尊厳あ

る生き方ができる環境を共につくっていき

ます。 

・積極的な障害者雇用の推進。 ・地域の特性を生かした障がい者支援体制を

実施します。 

14 社会貢献

活動の取組

み 

・こども食堂、学習支援、不登校の子どもの

居場所作りの取り組みを進めていきます。 

・震災時等の支援活動。 ・企業の社会的責任を重視し、社会貢献活動

を実施します。 

15 地域経済

振興及び雇

用確保の取

り組み 

・事務用品、消耗品などの購入は、地元の業

者から購入し、地元経済の発展に寄与しま

す。 

・新潟市民、地域市民であることを採用基準

の一つとします。緊急時にも即座に対応でき

る利点があるほか、文化継承にも貢献しま

す。 

・物品購入、施設の点検等、可能な限り新潟

市内中小企業者の受注機会の増大に努め、地

元業者を優先。 

・地元雇用率 90％以上を目標。 

・職員を地域から雇用。 

・地元業者への委託および物品の購入など、

最優先に対応。 

16 ワーク・ラ

イフ・バラ

ンス等を

推進する

取組み 

・介護休暇、育児休暇の取得、及び時短勤務

も積極的に取り入れます。 

・2021 年 6 月に「えるぼし認定（３つ星）」

を獲得。 

・女性も男性も、自らの意思により個性と能

力が発揮できる職場環境を整備します。 

17 収支計画 

■収入 

指定管理料   19,400 千円 

 

■支出 

人件費     14,676 千円 

管理費      2,610 千円 

事務費        790 千円 

その他経費    1,324 千円 

計      19,400 千円 

■収入 

指定管理料  19,392 千円 

 

■支出 

人件費    14,300 千円 

管理費       2,100 千円 

事務費       1,440 千円 

その他経費   1,552 千円 

計           19,392 千円 

■収入 

指定管理料 19,206 千円 

 

■支出 

人件費   13,908 千円 

管理費    2,113 千円 

事務費     1,385 千円 

その他経費   1,800 千円 

計       19,206 千円 

 



■収　入 （単位：千円）

項目

労働者協同組合
ワーカーズコープ

ごまのたね
（選定者）

次点 次々点
＜参考＞
R5年度

収支報告

新潟市からの指定管
理料（委託料） 19,400 19,392 19,206 17,978

指定管理業務に伴う
その他の収入

利用料金

自主事業収入

収入合計 19,400 19,392 19,206 17,978

■支　出 （単位：千円）

項目

労働者協同組合
ワーカーズコープ

ごまのたね
（選定者）

次点 次々点
＜参考＞
R5年度

収支報告

人件費 14,676 14,300 13,908 12,338

管理費 2,610 2,100 2,113 1,837

事務費 790 1,440 1,385 1,349

その他経費 1,324 1,552 1,800 2,454

支出合計 19,400 19,392 19,206 17,978

白根北児童館指定管理者収支計画の比較

市民厚生常任委員会

令和6年12月13日
南区健康福祉課
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